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　意識レベル　見当識障害	 　WBC	 7,100	 /
　体温　36.8℃	 　CRP	 35.5	 /㎗





　皮下出血なし	 　Glu	 72	 /㎗
　水疱形成なし	 　AST	 143	 IU/ℓ
	 　ALT	 28	 IU/ℓ
	 　Cre	 1.92	 /㎗
	 　BUN	 45	 /㎗
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過去５年間の四肢壊死性筋膜炎の症例報告76例
初診時
　肉眼で明らかな壊死
　　29例（38％）　
転帰 救肢　 9例（30％）
切断　10例（35％）
死亡　10例（35％）
　疼痛，腫脹，発赤のみ
　　47例（62％）
「壊死性筋膜炎」
　20例（43％）
「蜂窩織炎」etc.
　27例（57％）
診断
救肢　18例（90％）
死亡　 2例（10％）
救肢　14例（52％）
切断　10例（37％）
死亡　 3例 （11％）
図５　症例報告における初診時診断と転帰
